
北九州市環境局

アジア低炭素化センター

令和３年５月１３日

中小企業アジア環境ビジネス展開支援事業助成金
サステナブル環境ビジネス支援事業助成金

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●本日は、北九州市が目指す「世界の環境首都」についてお話します。●はじめに、北九州市の成り立ちや、目指す都市像、そして、課題認識とその解決のためのこれまでの蓄積いた資源について紹介します。●そして、これからのアジアにおける低炭素社会づくりについて紹介します。



本日ご紹介する助成金

アジア地域等に脱炭素化技術の輸出を目指す市内中小企業を対象に、自
社が所有する既存の技術・製品について、海外でのニーズに合わせた現
地での実証試験、または事業可能性調査（ＦＳ）に要する費用の一部を
助成するもの。

（１）中小企業アジア環境ビジネス展開支援事業

（２）サステナブル環境ビジネス展開事業

（１）の対象案件のうち、特に「ＳＤＧｓの推進」または「サーキュ
ラーエコノミー推進」に資する事業について、助成対象者の範囲を拡
大し、またＦＳの助成限度額を３００万円に引き上げて助成するもの。

令和３年度新設！

（平成２３年度～）

実証：既に国内で販売しており、それを海外展開しようと現地で準備を進めて
いる案件で、本事業の補助により、現地ニーズに合わせた仕様に変更し
て実証試験をすることで、売り先の理解が深まり、確実な販路促進につ
ながるもの。

ＦＳ：既に国内で販売しており、それを海外展開するための想定国・地域にお
けるビジネスモデルを構築するもの。

↓対象案件のイメージ



（１）中小企業アジア環境ビジネス展開支援事業
１ 助成内容
（１）対象案件

脱炭素に資する環境関連技術･製品
（水ビジネス、廃棄物･リサイクル、省エネルギー・新エネルギー等）

（２）助成対象者
海外で実証試験、ＦＳを実施する市内中小企業
※中小企業基本法で定める中小企業で、北九州市内に事業所等があること。

・製造業その他の業種 資本金３億円以下、又は従業員３００人以下
・卸売業 資本金１億円以下、又は従業員１００人以下
・サービス業 資本金５千万円以下、又は従業員１００人以下
・小売業 資本金５千万円以下、又は従業員５０人以下

（３）助成期間：１年以内（実績報告書提出締切：令和４年３月1日）

（４）助成金額：
実証：助成限度額５００万円（助成対象経費の１／２以内）
ＦＳ：助成限度額２００万円（助成対象経費の１／２以内）

（５）助成対象経費
土木・建築工事費、機械装置等製作・購入費、保守・改造修理費、人件費、消耗
品費、旅費、外注費、諸経費



（１）中小企業アジア環境ビジネス展開支援事業
２ 審査基準

本助成金は、北九州市中小企業アジア環境ビジネス展開支援事業助成金交付要綱第
４条（助成金の交付要件）を満たし、かつ適切な申請の手続きを行った申請者に対し
て下記の審査基準により採否等について審査いたします。

（１）実施体制・・・・・・事業実施体制が妥当か

（２）施策の適合性・・・・本市の環境施策に適合しているか

（３）事業化の可能性・・・ビジネスモデルが明確で、早期の事業化が見込まれるか

（４）計画性・・・・・・・【実証】実証場所が確保され、実証内容が具体的か
【ＦＳ】想定国・地域や調査内容が具体的か

（５）事業の優位性・・・・事業展開における競争的優位性が見込まれるか

（６）環境への負荷低減・・温室効果ガス削減など環境への負荷低減貢献度が高いか



採択実績（H30年度～R2年度）

平成
30

実証
楽しい㈱ 北九州市環境ビジネス推進会と中国河北省邢台市環保局との覚書に基づく邢台

市牛尾河浚渫汚泥処理実証試験
㈱マツシマメジャ
テック インドでの石炭搬送コンベアの蛇行修正装置実証試験

FS

㈱西原商事 インドネシア国スラバヤ市における医療廃棄物処理ビジネスの可能性調査

日金建設㈱ 中華人民共和国における下水道高度処理の省電力化システムの導入にかかる事
業可能性調査

㈱山本工作所 省エネと安全性に優れた粉体搬送装置のASEAN市場販売のための事業可能性調
査

令和
元

実証

㈱山本工作所 省エネと安全性に優れた粉体搬送装置のASEAN市場販売のためのデモ機製作
㈱ナノクス ウルトラファインバブル技術を応用したVOCｓ削減装置の開発
㈱ビートルエンジ
ニアリング

インドネシア国スラバヤ市における医療系廃棄物処理分野のトレースシステム
展開実証事業

FS シャボン玉石けん
㈱ インドネシア国森林・泥炭地火災向けの石けん系消火剤の民間企業への展開

令和
2

FS

アミタ㈱ 産業廃棄物のセメント代替原料・燃料化事業のインドネシア展開可能性調査

㈱ウエルクリエイ
ト

マレーシア国における安全な野菜の安定確保と栄養状態の改善に資するサプラ
イチェーン構築のための調査事業

シャボン玉石けん
㈱

気候変動に深刻な影響を及ぼすタイ国の森林火災に対応する低環境負荷型石け
ん系消火剤のFS調査

㈱ワンワールド 海洋ごみを直接処理し燃料油・炭に再生資源化する油化炭化装置
実証 ㈱ビートルエンジ

ニアリング インドネシアの都市廃棄物を活用した国営肥料会社との堆肥化実証事業



（２）サステナブル環境ビジネス展開事業
１ 助成内容
（１） 対象案件

環境への負荷低減に寄与し、「SDGs推進」及び「サーキュラーエコノミー推
進」に資すると認められる既存の環境関連技術・製品

（２）助成対象者
海外で実証試験またはＦＳを実施する「市内中小企業」または「市内中小企業と
連携する市外中小企業」
※市内企業：北九州市内に事業所を有する企業
※中小企業：会社法第二条第６項に規定する大会社に該当しない企業
※市内中小企業と連携：市内中小企業と共同で事業を実施する、または市内中小

企業の環境関連技術や製品を活用して事業を実施すること

（３）助成期間：１年以内（実績報告書提出締切：令和４年３月1日）

（４）助成金額：
実証 助成限度額５００万円（助成対象経費の１／２以内）
ＦＳ 助成限度額３００万円（助成対象経費の１／２以内）

（５）助成対象経費
土木・建築工事費、機械装置等製作・購入費、保守・改造修理費、人件費、消耗品
費、旅費、外注費、諸経費



（２）サステナブル環境ビジネス展開事業

２ 審査基準
北九州市サステナブル環境ビジネス展開事業助成金交付要綱に定める「助成金の交付

要件」を満たし、かつ適切な申請の手続きを行った申請者に対して、下記の審査基準に
より審査いたします。

（１）実施体制・・・・・・事業実施体制が妥当か
（２）施策の適合性・・・・本市の環境施策に適合しているか
（３）事業化の可能性・・・ビジネスモデルが明確で、早期の事業化が見込まれるか
（４）計画性・・・・・・・【実証】事業の実証場所が確保され、実証内容が具体的か

【ＦＳ】事業の想定国・地域や調査内容が具体的か
（５）事業の優位性・・・・事業展開における競争的優位性が見込まれるか
（６）環境への負荷低減・・温室効果ガス削減など環境への負荷低減貢献度が高いか
（７）事業趣旨への適合性・「SDGs推進」または「サーキュラーエコノミー推進」

に資するか
（８）地域社会への還元・・将来的に市内経済への還元や地域の活性化に結びつくこ

とが見込まれるか



スケジュール
令和３年

４月１２日（月） 公募開始

５月２８日（金） 公募受付〆切

５月３１日（月）～ 当課によるヒアリング・事前評価

６月中旬 審査会

７月１日（予定） 採択決定

１１月ごろ 第１回中間検査

令和４年

１月ごろ 第２回中間検査

３月１日（火） 実績報告〆切

～３月３１日（木） 確定検査



手続きフロー（交付申請～交付決定まで）

市 助成事業者

公募開始 申請書ダウンロード

交付申請書提出

（事前相談）

交付申請書作成受理

事前審査 ヒアリング対応市によるヒアリング

審査会開催 審査会対応審査委員へプレゼン

交付決定 助成事業開始
交付決定通知書

R3.4.12

R3.5.28〆

R3.6月中旬

R3.７.1(予定)



手続きフロー（交付決定～支払まで）
市 助成事業者

交付決定 助成事業開始交付決定通知書

受検第１回中間検査 進捗ヒアリング等

受理 助成事業終了
実績報告書提出

確定検査 検査の実施 受検

額の確定 確定通知書 受理

請求請求書提出受理

支払 受領

R3.7.1(予定)

R3.11月頃

終了後20日以内
R4.3.１締切

第２回中間検査
R４.1月頃

実績報告書記載内容、
支出済経費の検査 受検

※変更申請要件(交付要綱参照)に該当する場合、必ず事前に変更申請書を提出し市の承認を受けること。



資料のダウンロード方法

令和３年４月１日から、アジア低炭素化センターの
ホームページが新しくなりました。

助成金のページも新設しております。

↑新HPへのリンクです。



①

②

資料のダウンロード方法
助成金紹介ページの場所について



資料のダウンロード方法

・
・
・ スクロール・・・③

④ こちらから申請書類を
ダウンロードして頂けます
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